
血

球南

大

和

の

水

火

緒

言
･

な
し

畝
傍
､
耳
成

､

天
の
香
久
山
の
三
山
は
大
和
盆
地
の

寓
部
は
甜
立
す
る
菅
笠
様
の
小
山
の
立

幅
封
で
､
草

非

の
童
歌
に
詠
は
れ
世
は
大
和
三
山
と
し
て
其
の
名
を
知

ら
れ
る
｡

三
山
は
山
容
こ
そ
互
に
相
似
で
ゐ
る
が
其
の
成
立
に

は
夫
々
典
っ
た
特
徴
が
あ
る
0
畝
傍
出
と
耳
成
山
は
雲

母
安
山
岩
か
ら
成
る
小
火
丘
で
あ
る
が
､
天
の
香
久
山

は
主
と
し
て
楯
騰
角
閃
斑
掘
岩
か
ら
成
る
非
火
山
性
の

小
丘
で
あ
る
｡
畝
傍
山
は
盆
地
縁
退
部
は
於
で
低
い
片

麻
岩
丘
陵
は
乗
る
熔
岩
か
ら
威
力
､
耳
成
山
は
沖
積
平

野
中
に
孤
立
し
熔
岩
の
周
囲
は
完
全
に
沖
積
層
で
被
は

れ
登
-
火
山
の
基
盤
を
露
は
さ
な

い
｡
天
の
香
久
山
は

又
盆
地
繰
返
部
の
丘
陵
の

1
部
を
成
し
､
附
近
の
片
腕

第
三
蚊

丁八二

二
四

山

(
圃
版
第
三
版
附
)

春

本

篤

夫

岩
丘
陵
中
は
あ
る
斑
掘
岩
の
小
塊
よ
タ
成
る
食
め
ほ
此

の
部
分
の
み
多
少
浸
蝕
は
封
す
る
抵
抗
が
大
き
-
適
々

山
凹
入
来
の

一
見
屈
平
ト
ロ
イ
デ
は
似
た
山

容
を
量
す

る
に
到
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

以
下
主
と
し
て
畝
傍
'
耳
成
爾
火
山
の
岩
質
は
就

い

て
記
載
を
試
み
る
｡

畝
傍
火
山
の
地
形
地
質
及
び
岩
石

畝
傍
山
は

一
九
九

二

米
の
小
丘
で
東
南
松
樹
は
被

は
れ
遠
望
し
て
細
部
の
地
形
は
明
か
で
覆

い
が
是
を
北

東
か
ら
眺
め
る
と
美
し

い
鐘
状
火
山
の
地
形
を
示
し
.

中
腹
以
上
は
傾
斜
約
三
五
度

(南
東
側
)
乃
至
二
五
度

(
北
酉
側
)､
中
腹
以
下
は
約

一
〇
度
位
の
雀
傾
斜
を
有

す
る
｡
基
部
の
綬
傾
斜
部
は
主
は
片
麻
岩
か
ら
威
力
中

腹
以
上
の
急
傾
斜
部
は
安
山
岩
の
熔
岩
か
ら
成
る
｡
熔



l
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は
淡
味
を
有
し
南
西
及
び
兼
側
宜
は
熔
岩
の
表
面

に
軍
規
部
が
あ
る
｡
狗
-
兼
側
に
於
で
は
熔
岩
は

平
地
に
達
し
沖
積
層
中

に
捜
す
る
｡

ー

基
盤
を
構
成
す
る
片
麻
岩
は
親
粒
の
鵠
雲
母
片

麻
岩
で
片
班
は
甚
だ
明
瞭
で
夜
-
､
畝
傍
山
南
西

側
で
熔
岩
の
下
郎
に
露
出
す
る
も
の
は
屡

々
石
英

脈
及
び
蛙
斑
岩
は
よ
っ
て
切
ら
れ
る
｡
片
麻
岩
は

1
敏
に
著
し
-
風
化
し
堅
敵
を
岩
石

む
露
は
し
た

部
分
が
少
-
'
地
形
上
洪
積
層
在
る
や
の
疑
以
を

起
rb
し
め
る
部
分
が
あ
る
｡
頂
上
西
側
の
頗

い
谷

の
部
分
に
は
中
粗
鉄
農
色
の
閑
練
岩
の
岩
片
を
多

-
敬
見
す
る
が
露
出
部
は
明
瞭
で
な

い
｡

閃
緑
岩

猫
徴
鋸
下
に
於
て
斜
長
石
､
練
褐
色

角
閃
石
､
磁
職
錬
､
燐
次
石
よ
わ
戊
や
'
斜
長
石

の
畳
は
其
他
の
成
分
鋸
物
の
全
量
に
略
性
敢
し
成

分
約

A
n
",～,
な
る
ラ
ブ
ラ
ド
ラ
イ
ト
で
'
帯
状
構

岩
は
主
に
頂
上
か
ら
東
､南
及
び
南
西
の
方
向
に
延
び
p

北
側
に
於
で
は
か
な
む
頂
上
に
近

い
部
分
ま
で
片
麻
岩

の
露
出
を
見
る
｡
熔
岩
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
山
頂
部

南
大
利

の
小
火
両

造
が
括

薯
で

あ
る
｡
角
閃
石
は
淡
推
褐
色
乃
至
淡

褐
推
色
で
多
色
性
は
比
較
的
潜
し
か
ら
ず
､
斜
長
石
小

品
を
包
ん
で
著
し

い
ポ
イ
キ
リ
テ
ィ
ッ
ク
構
造
を

不
す
部

分
が
あ
る
｡
主
成
分
鋸
物
の
大
ru
は
多
-
種

.i
栽
内
外

六
三

二
五



地

球

あ

十

八
徐

で
.
角
閃
石
に
於
で
最
大
種
約
二
粍
ほ
連
す
る
も
の
が

あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

黒
空
母
安
山
岩

塵
状
及
び
肉
眼
的
性
質

主
と
し

て
畝
傍
山
の
高
所
を
占
め
東
西
約
七
〇
〇
兼
､
南
北
約

四
〇
〇
光
の
範
囲
に
分
布
し
基
盤
の
片
麻
岩
と
寓
接
せ

る
軸
分
は
南
西
及
び
北
西
側
の
尾
版
で
観
察
す
る
乙
と

が
出
凍
る
｡
岩
石
偲
部
分
に
ユ
タ
多
少
外
観
を
異
ほ
し

新
鮮
夜
露
出
は
殆
ど.
無
上

風
化
せ
る
も
の
は
純
白
色

又
は
淡
灰
色
を
蓋
し
珪
養
岩
城
又
は
貫
岩
様
の
観
を
有

す
る
之
と
多
-
屡
々
顕
著
を
流
状
構
造
を
現
は
す
｡
流

川
面
は
頂
上
南
西
側
で
は
兼
閏
の
方
向
を
有
し
商
は
約

八
〇
度
傾
斜
L
p
南
東
側
で
は
北
四
〇
度
兼
の
方
向
を

有
し
て
殆
ど
直
立
す
る
が
其
の
問

一
般
的
の
規
則
は
寵

め
ら
れ
覆

い
｡
流
糊
は
風
化
せ
る
破
面
で
明
瞭
に
し
て

褐
色
又
は
薫
色
の
濃
淡
の
錬
修
が

一
耗
内
外
の
幅
を
以

て
密
は
並
走
す
る
部
分
が
あ
ヵ
.
頂
上
附
近
ほ
産
す
る

79
の
は
流
桝
が
鵜
は
し
て
絞
状
構
造
を
量
す
る
0
時
と

し
て
蚤
-
流
排
撃

不
n
ず
風
化
し
て
裾
岩
様
の
観
を
量

す
る
部
分
も
あ
る
｡
熔
岩
基
部
の
片
麻
岩
と
楼
鯛
せ
る

部
分
に
於
で
は
特
典
の
構
造
を
不
す
こ
と
が
あ
る
｡
頂

節
三
雛

六
四

二
六

上
北
西
側
斜
面
上
に
於
で
片
麻
岩
の
直
上
に
あ
る
も
の

は
圃
塊
様
は
比
較
的
新
鮮
は
残
れ
る
部
分
が
あ
わ
､
白

色
次
色
の
薄
層
よ
み
成
る
流
坪
が
不
規
則
に
御
車
し
､

局
部
的
に
鎗
い
断
田
に
ょ
っ
て
切
断
さ
れ
て
洗
班
が
喰

以
達
以
堅
不
せ
る
79
の
が
あ
る
.
著
し
-
粘
研
性
を
帯

び
､
殆
ど
牢
固
鰭
と
夜
み
て
荷
は
流
動
せ
る
79
の
!
如

-
で
あ
る
｡
南
西
斜
面
で
観
察
せ
る
も
の
に
は
比
較
的

租
粒
の
石
英
雲
母
を
肉
眼
ほ
て
認
め
ら
れ
る
背
と
赦
密

潜
晶
質
の
昔
と
は
よ
っ
て
明
か
夜
流
排
撃
不
す
も
抄
が

あ
る
｡
恐
ら
-
粘
研
性
の
熔
岩
が
流
動
の
中
途
は
於

て

基
盤
表
面
の
片
麻
岩
質
の
砂
を
巻
き
込
ん
で
安
山
岩

の

碑
と

一
見
流
紋
岩
兼
の
滞
と
を
塵

ず
る
は
到
っ
た
も
の

と
瓜
は
れ
る
0

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

顕
微
鏡
的
性
質

徴
斑
晶
と
し
て
斜
長
石
と
麺
質
せ

る
黒
雲
母
と
を
有
し
過
石
基
質
で
あ
る
.
斜
長
石
斑
晶

は
長
n
約
〇
二

粍
.
幅
〇
･
〇
二
-
〇
･〇
三
邦

の
矩

形
断
固
堅

不
す
も
の
多
-
､
多
晶

又
は
カ
ー
ル
ス
QJl
I

ド
饗
晶
堅
不
す
｡
石
基
は
流
群
を
協
め
る
場
合
に
於

で

も
斜
長
石
の
長
軸
の
方
向
は
必
ず
し
も
流
坪
の
方
向
に

平
行
で
夜

5,｡
卒
均
屈
折
率

一
･
五
五
七
に
近
-
､
成
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分
的

An

D.

に
近

さ
ア
ン
ヂ
ジ
ン
で
あ
る

.
薫霊
付
輔

品
は
担

質
し

て
1g

線
色
か
t=t'し
火
r
J
稚
C
･

1粍
以
F

に
し
て
明
か
な
形
状
及
び
聖

和
h
示
r
Jな

い
｡
前
兆
は

主
と
し
て
淡
補
色
非
結
晶

SL.H
の
牧
璃
よ
-
戊

み
構
造
は

明
か
で
な

い
｡
滋
ポ
の
柚
め
て
微
細
な
約
日=｡
及
び
和
色

鶴
物
の
嘩
Ln
せ
る
紘
禍
色
物
門
h
･含
む
.

加
折
率
は
カ

ナ

ダ
+I,
ル
サ

ム
よ
･･>
低

い
｡
帖
と
し
て
不
畑
則
の
輪
廓

h
肴

す
る
沸
不
様
離
日=:
の
徴
細
葉
(=
物
を
含
む
｡
熔
岩

科
人
刺
の
小

火
山

の
基
底
に
近

い
部
分
か
ら
推
基
せ
る

標
目.E
の
帯
状
の
細

粒
部
と
掠
鋸
す
る
に
多
産
の
破
片
状

ポ
英
を
諦
め
る
0

ポ
英
は
絹

C
･滋
粍
内
外
に
遁
す
る
こ
と
が
あ
-
後
納

の
也
壊
物
に
冨

U
O
か
＼
る
部
分
に
は
此
の
他
に
凪
化

せ
る
比
布
破
片

､
比
較
的
耕
郎
な
薫
霊
仙
丹
h
.作
ふ
｡

耳
成
山
の
地
形
と
岩
石

耳
成
山
は
畝
傍
両
の
北
東
約
三
打
に
付
す
る
､
苗
距

-I
t1元

･
七
米
の
小
火
丘
で
､
奄
-
平
野
中
に
孤
立
す

る
が
馬
め
に
遠
-
那
-;
附
近
の
槻
岬
本
線
列
車

の
堆
窓

か
ら
で
も
を
jt
と
知
ら
れ
る
.
来
面
は
松
樹
に
被
は
れ

平
均
傾
斜
約

<[
八
比
t
m
上
部
は
平
川
.ほ
し
て
火
n
h

.

打
し
な

い
｡
-;
鰹
は
含
精

細祈
書
中
.:N'相
賀
-;
岩
か
ら
戊

-
'
恐
ら
-
片
麻
岩
の
..B

蝕訟
面
に
im
は
す
る
も
の
で

あ
ら
う
が
熔
岩

は
用
周
ーこ
於
て
･:･<
令
は
叩
椛
肘
と
柁
す

る
が
故
に
を
-
光
盤
の
地
質
は
見
る
rJ
と
が
山
来
な

い

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

含
柘
相
石
黒
雲
母
安
山
岩

薄
紙
及
び
肉
眼
的
性
質

耳
成
=-
公
給
川

1
柏
の
熔
岩
か
ら
成

-
､
E
mE
邦
及
び

川
上
の
和
の
附
近
'
阿
川
中
脳
等
に
か
筋
目
が
あ
る
0

川:G
和
は
外
敵
畝
傍
川
の
も
の
に
噸
似
し
収
状
構
托=J
t
流

丁へL.

]:
七
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状
構
造
が
著
し
-
p
流
州
は
白
色
衣
色
の
縞
よ
ら
l威
力

不
規
則
に
反
晒
し
､
木
材
の
板
目
の
如
き
槻
計
量
す
る

節
三
班

1
,ハ米

こ

八

部
分
も
あ
か
0
新
鮮
を
も
の
は
淡
次
色
撤
密

托
し

て
凪
化
せ
る
79
の
は
淡
褐
色
貰
岩
城
の
外
観

を
有

す
る
｡
肉
眼
的
潜
晶
質
の
地
に
種
約

一
種
の
紫
赤

色
柘
描
石
の
少
畳
及
び
裡

一
新
以
下
の
轟
雲
母
片

の
和
多
義
が
散
布
す
る
｡
雲
母
は
極
め
て
薄

い
も

の
が
流
理
は
平
行
に
配
列
せ
る
馬
に
流
理
に
平
行

.の
破
面
で
は
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
が
之
に
画
角
を

破
面
で
は
肉
眼
で
殆
ど
見
出
n
れ
な

い
.
最
石
は

長
n

l
粍
幅
O
｡
五
粍
位
の
79
の
が
岩
石
を
口
は

射
し
て
見
る
時
は
輝

い
て
柿
に
見
え
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

覇
倣
鋸
的
性
質

長
石
､
黒
雲
母
及
ぶ
柘
村
石

よ
-,L成
わ
過
石
基
質
は
し
て
､
柘
幡
石
含
有
以
外

の
瓢
に
放
て
顕
微
鏡
で
の
構
造
は
畝
傍
山
の
も
の

に
極
め
て
良
-
似
て
ゐ
る
.
斜
長
石
斑
晶
は
長
さ

C
)｡五
鵜
幅
○
三

瓶
の
短
冊
状
断
面
堅
不
す
も
の

少
量
あ
わ
'

屈
折
率

N
p
=
)
15
54

に
し
て
成

分
的

A
nJ･0
在
る
ア
ン
デ
',,h
ン
で
あ
る
｡
薫
雲
母

は
肉
眼

的
ほ
は
品
色
に
輝

い

て
見
え
る
け
れ
ど
も

薄
片
で
見
る
時
は
常
は
分
解
し
､
干
渉
圏
を
見
る

に
極
め
て
不
分
明
な
農
十
字
を
出
す
.
2
E
冊
38
01
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柿
樹
石
は
直
稚

∵

C

C
･
1..粍
'
∴
十
川
1-r
桔
･;
形

の

断

面

¥

小

し

沌

片
に
於
で
浅

沼

瀕
色

を

呈

し
.

<
規

則

を
判
日
に
:jH
U
｡
滋
ポ
と
雲

仙
と
は
規
則

jI三

L
d
T,配
列

を
成
し
て
美
し

い
流
服
構
造
･>
示

し
拓
村
石
の

部
分
に

於
て
は
流
理
が
ほ
曲
し
/し
わ
る
｡
ポ
基
の
流
理
は
袖
色

の
淡
色
部
と
淡
色
部
と
の
縞
に
ょ
っ
て
示
rJ
it
此
の
胸

部
は
如
徴
鋸
的
構
造
を
瀕
に
す
る
｡
掩
色
価
は

一
見
托

長
節
成
構
渋)
を
和
し
小
.萩

の
長
石
と
相
色
物
.LS

(
凪
化

せ
る
小
:山村
小
片
)
と
攻
鵬
と
か
ら
成
-
此
の
中
に
流
理

桁

大
和
の
小
火
:_

L
J.約

へ
る
知
肝
粥
茄
.わ
が
あ
る
っ
淡
色
部
は
短
冊
状
斜

.iB
ポ
照
霊
仲
井
の
故
粍
HM
が
流
状
に
配
列
せ

る
間
を
虚

柵
両
川:G
構
‥‥｡J
h
l和
す
る
ポ
盛
が
理
め
る
｡
'.6
兆
は
針

状

長

小
と
袖
色
物
門

(
分
糾
せ
る
.･竹
山仰
t･jら
ん
)
と
牧
璃

と
よ
-
伐
る
.
披
瑞
に
聞
恐
れ
て

之
よ
り
も
珊
屈
折
率

の
高

い
沸
ポ
様
の
針
状
結
‖州
の
英
人
=
物
を

見

る
こ
と
が

あ
る
○
要

結

小
和
迩
艶
の
各
地
に
姥
小
火
川
の
散
在
す
る
rJ
と
は

人
の
触
る
桝
で
あ
る
｡
此
呼
の
申
山
河
火
の
三
鯛
及
び

火
凧
北
部
に
於
け
る
も
の
は
多
-
識
岐
川村
相
の
斜
方
邦

石
山･坊
川
岩
か
ら
成
る
ほ
封
し
て
畝
傍
'
耳
戒
の
府
火
山

は
明
か
に
此
等
と
岩
田
と

典
に
し
郡
根
性
の
霊
仙
安
山

岩
か
ら
成
る
0
桝
渦
潮
♪
内
火
:-
帯
と
栴
せ
ら
れ
る
も

の
J
申
､
中
火
大
和
以
朗
tこ
於
で
は
鼓
と
し
て
斜
i:il種

石
態
川
川打
が
分
和
し
､
そ
の
以
北
に
於
で
は
大
和
伊
鶴

岡
城
の
･:S
舛
火
山
､
三
河
の
風
水
-;
の
如
-
根
性
の
石

英
雀
川
山が
乃
乍
流
紋
岩
が
介
祁
す
る
rJ
と
が
知
ら
れ
て

お
る
.
火
凧
河
内
の
閥
境

上
Au.
立
っ
ニ
ト
火
山
の
附
近

)
八

七

二
九



義雄

蝉

十

人
鴨

が
西
部

義
基
性
安
山
岩
と
東
書

位
安
山
岩
と
の
壬
社

す
る
地
卦
で
'
畝
傍
'
耳
鹿
の
地
方
が
比
較
的
明
味
な

軟
性
安
山
岩
笹
域
の
西
の
寝
取
を
成
す
も
の
と
恩
は
れ

る
｡
鈷
し
て
畝
傍
､
耳
成
雨
火
山
の
噴
鹿
は
悲
境
岩
男

小
火
山
の
吹
出
時
期
よ
か
も
せ
期
Iこ
轟
す
る
こ
と
は
二

上
E
Iこ
放
て
知
ら
れ
た
る
各
種
熔
岩
活
動
の
噸
序
に
よ

っ
て
推
渦
n
れ
る
｡

肘

天

の
書
久
山
の
機
構
《
内
薫
¶
誉

第五晴 天ノ香久LJl産撒 据

角内在構岩
F卦長石,E 角閃石,0離農石

十字ミコk.(x140)

I
fT1義
.

＼

貢

TqO

ー
天

の

香

久

山
は
A

サ
イ
ヂ
で
あ
る
か
の
義
暮

れ
た
地
理

書

が
あ
る
が
､
南
側
及
び
北
有
償
に
吐
竃
嘱

岩
の
岩
塊
が
多
-
瀬
上
部
及
び
北
側
山
麓
部
に
は
農
義

母
片
臓
岩
の
露
出
が
あ
る
｡
古
書こ
附
さ
と
し
て
青
書

上
で
凍
集
し
た
機
構
角
内
在
積
算
の
冊
早
を
和
義
A

Jす

る
0此
枚
的
繍
樫
の
漁
具
色
岩
石
で
あ
る
｡
顕
微
鏡
下
に

於
て
斜
長
石
'
渡
線
色
角
内
石
'
織
機
石
'
敵
量
の
義

鎮
餓
及
び
♯
次
石
上
女
鹿
4
'
主
成
分
傭
物
は
多
く
義

1
耗
内
外
で
あ
る
が
角
閃
石

は
時
に
撃
二
耗
以
上
托
義

す
る
も
の
が
あ
る
.

斜
長
石
は
穿
開

0
0
)
上
_こ
放
て

N
p
､=
),58)
托
し

て
成
分
約

A
n
D.
の
ア
ノ
〝
サ
イ
ー
で
あ
る

｡
牛
台
形

叉
は

地

形

'
ア

ル

'',
イ

ト
隻

点

'

カ

ー

ル

メ

rPt
I

r
集

晶

の

外

に

最

々

eL
y

ク

,

y
隻

点

と

示

し

'

書

状

構

丑

は

私

め

ら

れ

な

い

｡

斜

長

石

の

量

は

有

色

儀

鴨

成

分

の

重

量

よ

さ

も

稀

少

い
｡

角

閃

石

は
甘

粕

汝

緋

色

托

し

て

絹

的

;

…

…

紹

･門

川

…

謂

叩

鏑

絹

.悶



(第
五
固
)｡

柵
槽
石
は
角
閃
石
の
畳
よ
-
遇
か
ほ
少
-

す
る
｡
(完
)

制
目
は
嵩
み
屡
々
特
有
の
ケ
リ
ブ
ィ
テ
ィ
ヅ
ク
構

造
を
有

呉
市
の
前
面
､
そ
の
経
済
形
態
の
特
粕西

亀

正

夫

典
市
の
前
面
に
は
江
田
･能
美
･倉
橋
の
三
島
十
二
個

町
村
が
あ
る
｡
乙
の
中
能
美
島
の
北
部
に
あ
る
三
高

･

高
田

･
沖
の
三
村
'
江
田
島
の
北
部
､
及
び
倉
橋
島
の

南
東
部
は
位
置
の
銅
係
上
典
市
と
の
関
係
が
あ
ま
み
密

接
で
覆

い
が
､
そ
の
他
の
部
分
は
何
れ
も
英
苗
と
相
勤

し
で
居
て
t

t
種
の
按
槙
町
村
的
景
観
を
豊
し
て
ゐ
る

そ
FJ
で
こ
れ
等
の
町
村
に
於
け
る
経
済
形
態
を
観
察
す

る
の
79
興
味
喋
い
rJ
と
で
あ
ら
う
と
考

へ
て
こ
の
小
文

を
草
す
る
こ
と
に
し
た
｡

地
形
と
人
口
密
度

統
計
を
見
て
第

l
ほ
鴛
-
rJ
と
は
rJ
の
地
域
の
人
口

密
度
の
大
在
る
こ
と
で
あ
-
､
更
に
賓
地
に
臨
ん
で
を

炎
市
の
前
丙
そ
の
経
研
形
腰
の
特
柵

の
地
形
の
あ
せ
ら
に
も
愉
峻
で
平
地
の
乏
し
い
の
は
帯

び
驚
き
を
加

へ
な
い
も
の
は
あ
る
ま
い
｡
計
算
は
よ
れ

ば

一
方
展
の
人
口
概
ね
六
千
乃
至
八
千
人
で
'
倉
橋
島

村

(
呉
市
は
綱
係
薄
さ
多
-
の
部
分
を
含
む
)
の
四
千

大
官
六
十
人
を
最
低

と
L
t
音
声
町
の

一
寓
六
千
二
宵

人
を
最
大
と
す
る
｡
(
内
地
平
均
二
千
四
常
人
)都
市
と

栴
す
べ
き
部
分
の
殆
ど
無
い
村
落
ば
か
与
で
乙
の
那
密

rb
を
見
る
乙
と
､他
に
あ
ま
ヵ
例
の
無
い
rJ
と
で
あ
る
｡

而
7P
rJ
の
地
域
は
周
知
の
如
-
開
楯
準
平
原
の
沈
降

し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
を
の
海
岸
に
は
殆
ど
金
-
沿
岸

平
野
在
る
7P
の
を
見
る
rJ
と
が
出
水
を

い
し
､
地
域
が

狭

い
か
ら
大
き
な
川
も
夜
-
､
惰
っ
て
河
谷
平
原
や
三

]先

三
Ii


